
奇島

舎

報

友
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十
二
室
あ
り
各
室
に
室
長
あ
り
舎
生
相
互
の
事
業
の
助
成
主
親
睦
を
計
っ

て
ゐ
る
、
食
堂
、
浴
場
、
娯
楽
祭
等
あ

p
、
新
聞
、
数
血
午
、
雑
誌
、
新
聞

ラ
ヂ
オ
－
あ
り
、
叉
運
動
不
足
勝
な
る
皐
院
生
に
は
剣
道
、
相
撲
、
野
球
等

の
設
備
あ
り
職
時
下
の
茶
人
の
体
育
に
留
意
し
て
ゐ
る
、
倫
遠
足
、
放
行

茸
狩
、
茶
話
曾
年
も
あ
り
時
に
は
陪
義
を
し
て
爆
笑
闘
満
な
人
間
を
作
る

様
心
掛
け
て
ゐ
る
。

合
企
の
行
事
は
起
床
午
前
四
時
牛
乃
車
五
時
宇
で
本
山
の
朝
勤
出
仕
、

七
時
食
法
行
っ
て
食
事
、
七
時
四
十
分
登
校
、

E
午
叢
食
、
午
後

0
時
四

十
分
は
午
後
の
登
校
、
五
時
は
入
浴
、
と
の
風
呂
で
の
談
笑
は
一
日
中
の

最
も
祭
し
い
二
時
で
夕
食
は
五
時
、
七
時
か
ら
自
習
勉
強
、
一
一
同
は
静
粛

に
丸
時
の
動
検
ま
で
行
ひ
舎
監
先
生
の
夜
の
挨
拶
を
す
、
十
一
時
は
情
燈

就
農
で
金
べ
て
動
作
は
板
木
の
鍵
の
報
知
に
よ
り
動
作
さ
れ
る
、
舎
の
商

に
持
働
堂
あ
り
食
前
後
一
時
間
讃
位
三
賓
に
法
味
を
捧
げ
防
征
勝
士
の
武

還
を
新
願
ナ
、
そ
の
外
舎
監
曾
直
一
名
三
日
交
代
、
舎
内
四
名
、
日
直
一

名
、
不
得
ニ
名
、
各
省
直
あ

P
舎
内
外
の
清
潔
と
盤
頓
に
留
意
を
し
て
ゐ

る
、
舎
の
廊
下
偉
ひ
に
昨
年
四
月
よ

H
敬
師
寮
が
二
棟
槍
築
さ
れ
師
徒
同

居
の
感
る

P
親
し
み
の
中
に
も
師
般
道
曾
信
凪
敬
育
が
行
は
れ
車
ぴ
の
舎

と
し
て
は
最
も
よ
き
鹿
で
あ
る
。

皇
紀
二
千
六
百
年
を
迎
へ
、
大
事
逝
い
て
六
百
五
十
年
、
関
本
愈
々
堅
一

〈
、
図
威
四
海
を
医
し
て
詮
張
す
る
と
共
に
我
が
宗
門
又
隆
菌
、
現
職
の

庭
に
歎
線
は
布
か
れ
て
行
ワ
て
ゐ
る
、
周
は
纏
ゆ
る
機
闘
を
統
制
あ
る
一

固
と
な
し
、
大
政
翼
賛
し
謹
む
べ
き
と
新
体
制
は
生
れ
ワ
ミ
あ
る
が
、
’
ζ

れ
と
そ
大
畠
人
一
生
の
御
蝶
想
と
一
訴
は
ね
ば
な
ら
ぬ
。

ご
ニ

A

偽
教
も
X
蹄
ず
る
島
は
一
働
乗
で
宗
訟
も
一
聞
と
な
り
悌
陀
に
跨
り
昭

和
の
維
新
は
名
貨
共
に
健
金
な
も
の
と
し
な
〈
で
は
な
ら
ぬ
と
思
ふ
。
と

れ
に
は
現
非
常
時
下
を
よ
〈

f
＼
認
識
し
、
三
大
誓
闘
を
墜
〈
／
＼
念
頭

に
立
延
安
閣
の
旗
を
押
立
て
宗
蹴
－
の
第
二
陣
第
三
耐
抑
止
謹
む
若
宮
脊
年
倫

相
川
よ
、
第
二
日
像
。
日
貌
は
我
れ
な
日
と
行
軍
に
止
暇
断
脱
し
て
此
の
合

よ
P
輩
附
さ
れ
ん
事
を
切
望
し
て
比
の
筆
を
止
め
、
縞
を
股
す
。

因
み
に
昨
年
度
の
高
毎
部
卒
業
は
十
名
主
中
等
部
二
名
を
世
に
怒
っ
て

ゐ
る
。

i撃i
j亥j
；奮；
i々 i
；報；

北

鈴

皐

友

曾

本
令
は
北
梅
遭
及
縛
太
凶
身
者
に
し
て
、
喧
曜
荷
瓢
山
の
血
中
窓
に
笈
を
負

ふ
た
本
化
の
事
信
を
以
て
曾
員
と
し
て
ゐ
る
が
、
本
曾
の
誕
生
は
昭
和
八

年
で
恰
度
今
年
は
八
星
績
を
迎
へ
る
こ
と
に
な
る
。
勿
論
そ
れ
巴
前
に
於

て
も
何
か
し
ら
さ
う
し
た
形
式
の
も
と
に
、
郷
刷
用
を
阿
じ
う
す
る
皐
徒
た

ち
の
親
睦
と
融
和
を
は
か
る
可
〈
機
簡
の
あ
っ
た
ζ

と
は
想
像
す
る
に
鍵

〈
は
な
い
の
で
あ
る
が
、
然
し
此
の
事
は
す
べ
て
現
夜
皐
徒
の
者
々
に
は

未
知
の
世
界
に
岡
崎
す
る
と
主
で
あ
る
。
吾
キ
の
郷
里
出
身
者
の
先
駐
車
の
う

ち
で
も
、
今
は
す
で
に
化
境
を
異
に
さ
れ
た
薦
問
光
昼
師
宇
現
在
東
京
に

化
撹
を
移
し
て
ゐ
ら
れ
る
荒
木
義
祭
師
等
身
は
最
も
親
し
み
と
信
顧
と
を



寄
せ
て
ゐ
る
、
所
認
否
等
の
先
輩
の
代
表
者
と
も
云
－
t
可
奇
人
＃
で
あ
る

が
、
嘗
時
の
先
輩
た
ち
が
残
し
て
置
い
て
〈
れ
た
ム
二
五
ふ
飽
録
は
一
紙
も

な
い
。
古
い
時
代
の
と
と
に
つ
い
て
は
何
等
確
謹
も
持
た
な
い
の
で
、
は

ラ
き
り
・
と
し
た
事
は
云
へ
な
い
が
、
宗
門
史
に
依
れ
ば
す
で
に
持
制
に
よ

っ
て
六
百
四
十
六
年
の
管
に
於
て
北
海
の
弘
通
は
成
さ
れ
て
ゐ
る
の
で
あ

る
。
執
し
な
が
ら
現
在
の
北
海
樺
太
方
面
に
於
け
る
否
が
歎
線
地
区
の
貸

借
か
ら
し
て
考
へ
る
な
ら
ば
、
郷
里
の
寺
院
か
ら
子
第
を
敬
養
す
る
銭
に

組
山
へ
漣
島
せ
し
め
た
と
一
石
ふ
と
と
は
恐
ら
〈
徳
川
末
期
か
ら
明
治
初
年

に
か
け
て
か
否
更
に
も
っ
と
後
世
に
局
す
る
と
と
で
は
な
い
だ
ら
う
か
？

吾
キ
が
楓
山
に
負
笈
し
た
の
は
昭
和
八
年
の
春
で
あ
ワ
た
が
、
北
海
樺

太
か
ら
の
出
身
者
は
金
員
十
名
足
ら
ず
で
、
勿
論
筆
家
曾
と
一
お
っ
た
形
式

の
も
の
も
な
〈
、
至
円
J

て
寂
附
置
を
感
じ
た
の
で
あ
る
＠
そ
れ
が
問
郷
の
好

み
と
云
っ
た
感
情
か
ら
迭
に
本
舎
の
誕
生
を
見
る
に
歪
ワ
た
も
の
で
、
舎

の
名
稀
な
ど
に
し
て
も
、
北
海
の
谷
聞
に
花
咲
く
鈴
蘭
の
如
〈
純
異
に
し

て
然
も
高
維
な
人
身
の
集
ひ
と
云
ふ
意
味
か
ら
し
て
北
鈴
曾
と
名
部
僻
す
る

と
と
に
し
た
。

然
も
後
舎
の
日
よ

P
、
官
時
大
奥
随
身
長
並
に
母
校
の
敬
授
で
あ
っ
た

望
月
徳
英
先
生
を
北
海
御
出
身
と
云
ふ
所
か
ら
本
曾
の
総
裁
と
し
て
仰
ぎ

爾
来
年
身
舎
員
は
帯
加
し
盆
キ
舎
は
褒
反
し
て
来
た
の
で
あ
る
。
一
時
は

合
員
数
の
如
き
も
三
十
名
を
突
破
す
る
と
云
ふ
虚
況
を
示
し
て
ゐ
た
が
、

暴
に
総
裁
望
月
先
生
が
郷
里
函
館
賞
行
寺
に
築
輔
さ
れ
、
次
い
で
舎
員
幹

事
中
よ
り
も
幾
多
の
事
援
機
召
者
を
出
し
、
舎
の
諮
展
は
一
時
停
滞
し
た

か
の
如
意
虚
を
抱
か
し
め
た
る
も
、
延
々
又
予
曾
員
組
織
を
一
目
標
し
て
、

隼

令

，ー

事長

家

更
に
本
曾
後
民
を
目
標
に
一
m
艇
の
努
力
を
扮
ツ
で
ゐ
る
e

図
に
本
合
の
趣
旨
は
同
郷
山
山
身
舎
員
相
玄
関
に
於
け
る
親
陣
を
は
か
P

串
業
の
像
般
に
於
て
地
方
布
教
の
貨
智
、
其
他
婚
旅
寺
門
の
髄
雌
百
及
敬
線

繍
張
等
々
に
於
て
緊
密
な
る
蓮
絡
挺
携
を
本
合
々
員
自
体
よ
P
之
を
形
成

す
可
〈
誕
生
し
た
も
の
即
ち
北
鈴
舎
で
あ
る
。
然
し
な
が
ら
お
互
の
事
自

に
よ

P
趣
旨
の
全
面
的
履
行
は
到
底
望
ま
れ
な
い
に
し
て
も
、
そ
の
一
分

で
も
貧
行
出
来
た
ら
と
舎
員
は
長
剣
な
歩
み
を
績
け
不
断
の
努
力
を
揚
っ

て
ゐ
る
。

東

北

皐

友

曾

本
曾
は
東
北
大
幅
跡
内
に
法
籍
若
〈
は
族
籍
を
宥
ず
る
者
に
し
て
植
山
に

負
町
民
し
て
ゐ
る
本
化
の
事
徒
を
以
て
舎
民
主
し
異
体
同
心
の
澗
訓
を
確
持

し
、
曾
員
相
互
の
親
陸
、
先
輩
話
師
と
の
蓮
絡
を
筏
に
し
他
日
布
教
職
線

の
第
一
線
に
活
躍
す
る
に
足
る
法
器
と
な
る
べ
〈
日
夜
行
単
に
精
謹
し
て

ゐ
る
の
で
あ
っ
て
曾
と
し
て
の
組
織
的
誕
生
は
郷
土
御
出
身
で
あ

P
現
在

母
校
の
敬
授
で
あ
る
武
田
海
正
先
生
の
記
録
に
依
れ
ば
大
正
十
三
年
に
し

て
勿
論
其
以
前
も
郷
土
を
同
じ
ふ
す
る
愚
生
の
親
限
融
利
上
勝
身
舎
合
し

来
り
た

P
し
が
漸
次
負
混
ず
る
皐
徒
其
般
を
槍
加
す
る
に
歪

p
自
然
、
曾

組
織
の
必
要
を
痛
感
し
、
震
持
率
生
と
し
て
勉
畢
し
て
ゐ
た
現
母
校
数
授

加
蟻
雲
洞
先
生
方
の
御
謹
力
に
よ
ヲ
て
確
闘
た
る
組
織
的
第
一
歩
を
印
し

た
の
で
あ
る
。
其
後
青
森
際
御
出
身
の
江
利
山
義
額
先
生
、
本
血
中
院
教
授

と
な
る
や
献
身
的
指
導
に
よ

P
舎
の
運
動
活
設
と
な

P
英
隆
盛
見
る
べ
き

も
の
が
あ
ワ
た
。
の
み
な
ら
ず
宗
孤
を
し
て
日
域
の
比
叡
に
も
勝
れ
た
る

ニ
ニ
丸



事

有

報

2髭

曾

山
で
あ
る
と
末
法
高
年
の
閤
を
照
ず
犬
法
僚
の
基
と
な
さ
し
め
た
身
延
山

寄
諮
の
大
檀
越
波
木
井
賞
長
公
の
子
孫
永
住
の
地
を
郷
土
に
持
ワ
誇
り
と

を
有
し
且
御
後
脊
た
る
南
部
勢
傍
関
下
を
名
容
顧
問
に
頂
き
此
慮
に
星
霜

十
七
年
を
閲
し
幾
多
の
人
を
一
昨
舎
の
活
舞
台
に
怒
り
、
支
那
事
袋
、
端
を

閲
〈
や
亦
鮫
名
を
戦
野
に
闘
し
現
在
給
キ
其
設
を
減
じ
る
る
扶
態
で
あ
る

が
依
然
其
の
親
睦
と
融
和
と
は
不
蝿
震
に
且
強
岡
の
一
路
を
た
ど
り
ワ
h

あ

り
。
合
員
一
阿
袋
専
行
事
一
一
遣
を
線
磨
し
新
体
制
下
に
あ
る
岡
家
の
宗
設

家
に
劃
す
る
嬰
求
と
郷
土
の
究
情
と
を
繕
ゆ
る
角
度
よ
り
考
察
し
誇
先
生

務
先
型
車
の
御
指
導
に
よ
り
毎
皐
期
開
催
さ
れ
る
例
令
及
臨
時
舎
合
の
都
度

布
教
訟
の
研
究
に
其
他
必
嬰
事
項
等
の
針
策
に
加
藤
武
回
雨
顧
問
先
生
の

御
高
見
を
賜
り
や
が
で
盟
甲
成
り
錦
を
郷
土
に
飾
る
暁
は
郷
土
の
天
地
に
晶
臼

陽
妙
法
の
大
燈
火
宏
高
〈
／
＼
掲
げ
ん
も
の
と
各
自
の
任
務
に
向
っ
て
班
十
四

抽
出
し
て
ゐ
る
。

（
安
田
詑
）

鷲

峯

皐

友

曾

館
ひ
御
仰
の
永
久
に
屑
ま
す
岡
天
省
一
鍵
鷲
山
を
初
め
天
台
山
、
比
叡
山

の
如
き
御
山
に
倫
ほ
勝
れ
て
も
劣
ら
ざ
る
我
が
霊
山
身
延
！

山
に
吹
〈
風
！
流
る
λ

水
の
品
目
迄
も
甚
深
の
妙
法
を
唱
へ
る
が
如
〈
一

本
一
草
皆
信
仰
に
生
き
ん
と
す
る
露
地
に
此
の
深
甚
の
法
悦
に
滴
ら
ん
と

茨
ひ
来
る
者
二
百
有
儀
名
、
此
等
負
笈
の
徒
は
各
自
聖
一
訓
の
「
行
皐
二
遣

を
蹴
み
星
霜
の
功
を
積
み
給
へ
し
後
は
弘
法
庚
宣
の
一
助
と
し
て
郷
開
に

勇
猛
精
選
せ
ん
と
の
大
甥
想
を
胸
に
秘
め
て
来
り
し
者
也
。

。

斯
如
き
大
理
想
に
燃
え
て
東
西
南
北
よ
り
従
来
せ
る
青
年
宗
教
家
の
由
聞

を
緩
み
且
つ
聖
訓
の
「
異
体
同
心
」
に
某
き
生
じ
来
り
し
が
本
合
也
国
み

に
合
則
中
に
之
を
見
る
に
、

「
。
本
市
首
は
A
W
員
の
相
互
親
睦
を
計
る
と
共
に
将
来
の
布
教
惇
導
に
貫
献
す

る
を
以
て
目
的
と
す
」
の
一
僚
に
よ
り
て
も
明
な
り
。

採
り
返
り
て
本
舎
を
見
る
に
初
は
問
中
な
る
甲
陽
山
梨
に
法
籍
俗
籍
宥
る

者
に
限

P
舎
の
名
も
甲
陽
皐
友
舎
と
一
広
ひ
し
也
。

然
る
に
日
増
し
に
目
的
の
貨
安
一
院
中
げ
大
班
十
問
年
に
は
、
東
京
府
、
山

梨
、
静
岡
、
神
奈
川
、
長
野
、
千
葉
、
群
馬
、
茨
城
、
埼
京
、
栴
木
の
各

燃
を
合
し
た
一
府
丸
豚
の
感
徒
よ
り
な
る
鷲
拳
康
友
舎
な
る
成
立
を
見
た

り
。
以
上
の
如
〈
令
員
の
充
貨
を
見
る
一
方
内
容
に
於
て
も
遜
歩
を
来
た

し
本
舎
は
賛
助
合
員
、
特
別
合
員
、

E
曾
員
な
る
内
容
組
織
を
具
、
顧
問

に
柴
回
総
務
貌
下
品
開
長
に
松
木
先
生
割
合
長
に
中
村
先
生
を
円
以
き
今
日
で

は
貨
に
合
員
五
十
鈴
名
の
多
数
を
致
へ
る
に
至
れ
り
。
此
は
型
訓
の

「
日
蓮
が
弟
子
精
那
は
此
の
山
を
本
と
し
て
参
る
べ
し
」
に
飽
り
し
も
の

な
り
。
ね
側
先
輩
中
に
は
宗
門
的
に
枇
合
的
に
目
醒
し
き
貢
献
し
て
居
る
者

少
な
か
ら
ず
。
此
は
本
舎
の
誇
り
な
る
べ
し
。

斯
如
〈
枇
舎
的
に
宗
門
的
に
有
銭
な
る
車
円
年
宗
教
家
を
一
人
で
も
多
〈

怒
ら
ん
が
怨
舎
で
は
隷
論
部
、
文
原
部
を
設
け
演
説
一
の
線
開
自
に
文
皐
の
練

磨
に
凡
ゆ
る
便
宜
を
計
り
き
其
の
成
果
は
臼
怯
唱
し
に
高
ま
り
善
男
善
女
の

心
の
慰
安
に
十
分
と
な
れ

p
。
斯
如
〈
日
一
日
と
隆
盛
の
一
途
を
遜
み
つ

L

有
る
組
中
文
舎
は
瓶
刷
巾
心
の
旗
な
び
か
せ
て
宗
門
の
中
心
を
叫
ぴ
ヮ
、

有
る
身
延
の
名
獲
－
L
」
共
に
い
や
が
上
に
も
昇
ら
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
朕
態
に



ホ
り
比
の
時
、
我
が
鷲
出
軍
事
友
舎
な
る
文
字
即
ち
宗
門
の
否
一
閤
浮
提
統

一
の
型
地
た
る
の
意
は
京
大
と
な
っ
て
来
る
の
で
有
る
。

か
く
考
へ
る
時
脊
が
血
中
・
友
舎
の
透
き
将
来
へ
の
洋
・
寸
た
る
英
姿
と
第
二

の
日
蓮
は
我
が
舎
よ
り
の
感
を
盆
々
深
〈
す
る
と
同
時
に
約
束
付
け
ら
れ

る
も
の
で
有
る
。
時
正
に
二
千
六
百
年
の
聖
一
日
を
迎
へ
叉
事
文
舎
の
此
の

大
陸
感
な
る
今
日
の
婆
を
迎
へ
る
事
が
問
古
都
た
と
は
な
ん
た
る
幸
ぞ
、
願

は
〈
ぱ
吾
が
祭
文
曾
の
名
曲
哩
が
宗
門
の
題
目
の
御
艇
が
内
海
に
な
び
く
が

如
く
内
海
に
悶
へ
不
滅
の
光
を
放
た
ん
事
を
。

九

州

皐

友

曾

捕
降
続
あ
る
本
舎
は
丸
州
出
身
者
を
以
て
大
正
六
年
問
月
二
十
九
日
天
長

節
の
佳
節
に
際
し
て
設
立
せ
ら
れ
た
。
巳
降
九
州
男
子
の
意
気
を
遺
憾
な

〈
溌
揮
し
、
大
正
年
間
よ
り
昭
和
の
初
年
頃
迄
は
合
員
数
四
十
名
を
突
破

し
営
時
の
有
様
を
想
像
し
て
も
如
何
に
盛
大
で
あ
り
、
如
何
に
宗
加
に
封

ず
る
思
慕
の
念
深
か
り
し
か
を
田
山
ひ
尚
さ
せ
る
。
毎
年
殊
に
特
認
す
べ
き

は
二
月
十
五
日
替
曾
御
入
滅
の
日
は
題
目
修
行
を
な
し
法
制
凪
謝
徳
に
浸
り

明
け
て
十
六
日
宗
一
組
御
降
誕
舎
の
翠
日
を
矧
し
法
華
経
由
岡
山
且
流
布
の
大
願

成
就
の
祈
願
を
な
し
て
後
、

ポ
ン
チ
可
愛
い
ね
ん
ね
し
な

泣
〈
子
も
歎
ワ
た
三
勇
士

三
勇
士
の
き
も
っ
た
ま

た
ま
げ
た
チ
ャ
ン
コ
ロ
且
ツ
ポ
ン

1
＼

め
欧
に
調
子
を
以
り
俄
袋
行
列
を
行
ひ
、
具
体
同
心
宗
胞
の
御
降
誕
を
祝

星島

友

報

合

キ

踊
し
来
っ
た
。
然
る
に
支
那
事
脇
田
制
刺
殺
す
る
宇
岡
を
母
て
の
纏
動
員
令
員

の
意
の
如
く
な
ら
ず
、
惜
し
〈
も
中
絶
し
た
貌
を
曇
す
。

こ
、
‘
に
於
て
か
合
員
こ
ぞ
っ
て
凶
防
献
合
を
田
山
び
立
ち
、
昭
和
十
二
年

十
月
二
十
日
身
延
町
公
舎
俊
一
に
於
て
献
金
映
音
大
合
を
催
し
其
の
結
果
五

十
六
倒
十
九
銭
の
国
防
献
金
を
な
し
相
げ
た
事
は
、
一
石
ふ
迄
も
な
〈
舎
員
諸

兄
の
東
奔
西
走
努
力
の
協
に
外
な
ら
ず
。
叉
舎
員
の
一
致
困
問
絡
な
り
設
立

以
来
、
炎
熱
の
中
も
い
と
は
ず
夏
季
布
教
も

R
4行
は
れ
た
。

昭
和
十
二
年
十
一
月
一
白
身
延
山
布
教
師
丸
山
順
弘
先
生
特
別
の
御
厚

意
に
よ
り
花
之
坊
本
金
を
借
用
な
し
、
毎
火
曜
日
午
後
六
時
よ
り
約
三
時

間
有
数
研
究
舎
を
催
し
来
ワ
た
。
亦
先
生
を
舎
の
顧
問
主
仰
ぎ
指
導
者
と

し
て
信
頼
し
且
曾
敬
の
的
と
し
て
過
し
楽
り
し
が
、
命
H

員
諸
君
の
誓
願
も

治
し
〈
昭
和
十
五
年
六
月
八
日
迭
に
法
遂
を
異
に
せ
り
。

過
ぎ
し
五
月
十
四
日
（
火
限
日
」
の
布
教
研
究
の
際
病
娠
に
も
拘
ら
ず

自
己
の
体
験
に
某
〈
信
仰
を
設
法
さ
れ
、
品
開
員
の
鐙
醒
を
促
さ
れ
た
。
今

に
な
っ
て
設
が
あ
の
時
の
説
法
が
令
員
へ
の
遺
言
で
あ
り
教
訓
で
あ
っ
た

と
思
ひ
ま
せ
う
か
、
十
日
の
本
葬
に
参
列
し
た
合
員
一
同
感
極
ま
っ
て
滞

々
た
る
決
に
納
を
搾
り
、
悲
哀
の
念
を
起
さ
ざ
る
を
得
な
か
ワ
た
、
其
の

後
舎
は
淋
し
く
振
は
ず
一
時
中
絶
せ
る
か
の
如
〈
思
は
れ
た
が
、
此
度
故

丸
山
先
生
に
替
っ
て
里
見
泰
穣
先
生
、
深
川
崎
描
丈
先
生
の
二
師
の
出
馬
を

仰
い
で
、
以
前
に
倍
す
る
活
気
を
曇
し
来
た
っ
た
。
合
員
は
定
〈
舎
の
然

乃
至
は
持
に
宗
祖
の
膝
下
を
慕
ひ
来
ら
ん
と
す
る
後
輩
の
伐
に
盟
見
深
川

雨
先
生
の
よ
き
指
導
の
許
に
一
致
凶
紡
異
体
同
心
の
組
風
を
奉
戴
し
故
丸

山
先
生
の
冥
↑
臓
を
祈
る
と
共
に
蔦
年
の
基
礎
を
築
く
の
だ
。
か
〈
ず
る
事

一一一一



事

友

報

合

キ

－
に
依
っ
て
先
輩
の
意
志
を
継
承
し
、
組
山
に
九
州
製
友
合
あ

p
’r
の
惇
絞

を
今
後
よ
り
一
一
層
に
臨
め
、
先
師
先
哲
の
偉
業
に
勝
つ
で
も
劣
ら
ぬ
稼
に

努
力
し
よ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

合
員
一
同
故
丸
山
先
生
の
窓
に
向
っ
て
報
感
謝
徳
の
題
目
を
哨
へ
て
祭

を
捌
〈
次
第
で
あ
り
ま
す
。

同
窓
曾
文
皐
部
へ
寄
贈
書
籍

大

時

感

報

立
正
大
血
中
宗
患
研
究
室
殿

1E. 

史

撃

立
正
大
串
史
血
中
合
政

立

考基

報

比

叡

山

専

修

院

殿

叡

山

事i

街

京
都
品
開
致
事
門
事
校
殿

摩信

人

松

相乱

求

主主

求

選

柿

山

柿

山其
他
新
聞
雑
誌
等

各

居

殿

悶

殿

合

殿

位

殿
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昭

和

十

五

年

度

組
山
皐
院
卒
業
論
文
題
目

二
紳
勤
語
義
－
一
就
テ

喜
量
所
顕
本
質
三
身
諭

本
畳
思
想
ノ
展
開
ト
日
蓮
敢
闘
申
へ
ノ
影
響
子

信
心
成
俳
論

組
菩
－
一
願
レ
タ
ル
本
隼
人
法
論

本
化
講
折
論

営
家
人
法
本
律
論

首
題
妙
惜
論

清
水
、
山
川
両
削
ノ
営
家
敷
島
a

於
ケ
ル
巳
心
義
論

本
化
蝿
折
論

台
営
両
家
＝
於
ケ
ル
題
臼
同
時
相
－
一
就
－
ア

宮
家
の
妙
行
を
論
ヂ

天
台
大
師
と
宗
祖
の
書
量
僻
陀
観

揺

折

論
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